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は じ め に  ―  本 書 が 、あ な た の 手 元 に 届 い た 理 由

本 書 が 経 営 者 で あ る あ な た の 手 元 に 届 い た と い う こ と は 、貴 社 の 現 場 に 、「 利 益 の 行 方 不 明 」に 気 づ い た 社 員 が い る と い う こ と だ 。

そ の 社 員 に は 、ま だ 予 算 も 決 裁 権 も な い か も し れ な い 。し か し 、設 計 変 更 が 製 造 に 伝 わ ら ず 手 戻 り が 発 生 す る 瞬 間 を 、

原 価 差 異 の「 理 由 」を 誰 も 説 明 で き な い 会 議 を 、保 守 部 品 が 評 価 損 とし て 静 か に 処 理 さ れ る 期 末 を 、現 場 で 目 撃 し て い る 。

本 書 は 、そ の 気 づ き を 経 営 の 言 葉 に 翻 訳 す る た め に 書 か れ た 。読 了 に 必 要 な 時 間 は 2 0 分 。

貴 社 の 損 益 計 算 書 に は 決 し て 現 れ な い 損 失 の 正 体 と 、そ れ を 回 収 す る 具 体 的 な 道 筋 を 示 す 。

「決算書に映らない損失」が、利益を蝕んでいる
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エ グゼ クティブサマリ（ 3 分 で 読 む 場 合 はここ だ け ）

 「 B O M の 断 絶 」「 設 計 変 更 理 由 の 欠 落 」

「実績データの未還流」という三つの断絶が、

計 画・実 行・学 習の時 制を分 断し、組 織から

学 習 能 力 を奪っている。これ が3 0 年 間 放 置

されてきたのは、「うちは 特 殊 だから」「今 は

困っていない」「システムが対応していない」

という三 つ の 言 い 訳 の た め だ 。

断 絶 を修 復する「 真・P L M 」の 要 件 を標 準

機 能 として 実 装した 手 段 が あり、9 0 日・1

品 番 の P o C（ 実 証 ）で 自 社 の 病 理 を診 断

できる 。必 要 な の は 大 型 予 算 で は な い 。

「 見 えな い 損 失 に 投 資する意 思 」である 。

「決算書に映らない損失」が、利益を蝕んでいる

E R P が 記 録する評 価 損・原 価 差 異 は 氷 山

の 一 角 にす ぎず、手 戻り・遅 延・機 会 損

失・再 発 不 良 といった「 見 えな い 損 失 」は 、

設 計（ P L M ）と経 営 実 績（ E R P ）の 断 絶 か

ら生 ま れている 。

� � �

製造業の損失の大半は、
決算書に現れない。 

原 因 は 技 術 で は なく、
構 造 である 。

処 方 箋 は 、
すでに 存 在する 。
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「決算書に映らない損失」が、利益を蝕んでいる

第 1 章 　 帳 簿 と工 場 に 潜 む 影

■  評 価 損 という必 然

E R P の 帳 簿 を眺 めていると、妙 な 違 和 感 に 突き当 たることが ある。

新 製 品 の 登 場 とともに 旧 モデル は 生 産 を終 えるが 、保 守 用 部 品 や 専 用 部 品 は 、

倉 庫 やサプライヤー に 何 年 も滞 留し続 ける。帳 簿 上 では 資 産 のまま残るが 、

実 際 に は 使 わ れる機 会 を失った「 死 蔵 品 」だ 。や がて数 年 後 、これらは 評 価 損

として処 理 され 、設 計 段 階 で描 いた 利 益 計 画 をじわじわ と侵 食していく。帳 簿 の 数 字 は

正しく記 録 されている。しかしそこに 映るの は 、すでに 実 態 を失った 資 産 である。

■  隠 れ 工 場 の コ スト

影 は 帳 簿 だ けでは な い 。不 良 品 や 端 材 は

「 仕 損 費 」として計 上 されるが 、その 後 の 処 理 ⸺ 分 別し、保 管し、

処 理 業 者 へ 渡す⸺ に 人 と設 備 が 稼 働しているに もか か わらず、

そのコストは 製 造 原 価 に 現 れ ず、一 般 管 理 費 に 吸 収 される。

ある電 機メー カーでは 、この「 隠 れ 工 場 のコスト」が 年 間 数 千 万 円 に 及 んでいた 。

■  見え る 損 失 は 、氷 山 の 一 角 にすぎな い

E R P が 記 録する在 庫 評 価 損・材 料 費 差 異・製 造 原 価 差 異 は 、損 失 全 体 の 一 部 にすぎな い 。

手 戻り、遅 延コスト、現 場 の 調 整 工 数 、機 会 損 失 、再 発 防 止 の 失 敗 、競 争 力 低 下 ⸺

これらは P L M とE R P の 断 絶 が 生 む損 失 でありな がら、どの 勘 定 科 目 に も現 れ な い 。

在庫評価額 材料費差異 製造原価差異

PLM-ERP断絶による「見えない」損失

ERPが記録する「見える」損失

競争力
損失

機会損失 再発防止
失敗

遅延コスト手戻り 調整工数

損失の実態

実際の損失の大部分は
ERPに記録されない

��%
見 え な い

https://www.mcframe.com/product/plm
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「決算書に映らない損失」が、利益を蝕んでいる

第 2 章 　 な ぜ 起 きるの か  ―  三 つ の 断 絶

設 計 者 は 自 分 の 設 計 が 生 ん だ 原 価 を知らず、製 造 は 設 計 の 意 図 を知らずに 作る。これ は 、神 経 系 の 断 絶した 組 織 である。

B O M の 断 絶

設 計 変 更 理 由 の
欠 落

実 績 デ ー タの
未 還 流

P L M の E - B O M は 日 々 更 新 さ れ る「 最 新 の 正 解 」だ が 、E R P の M - B O M は
古 い レ シ ピ の ま ま 。差 額 が「 正 体 不 明 の 差 異 」とし て 積 み 上 が る

P L M に は「 顧 客 要 望 の た め 」と い う 変 更 理 由 が 残 る が 、E R P に 届 くの は
取 引 デ ー タ の み 。数 字 を 眺 め て も「 な ぜ 赤 字 か 」の 因 果 が 見 え な い

納 品 後 の 保 守・修 理 情 報 や 製 造 実 績 が 設 計 に 還 流 し な い 。
次 の 製 品 で も 同 じ 過 ち を 繰 り 返 す

計 画 と実 行 の 整 合

実 行 記 録 から 意 図 が 消 失

過 去 から 未 来 へ の 学 習

断 絶 何 が 起 きて いるか 失 わ れ る も の

■  「 善 意 」が 招く赤 字 プ ロ ジェクト

完 璧 な 見 積 もりで始 まったプ ロ ジェクトが 、現 場 の「 善 意 」によって静 か に 赤 字 へ 転 落する⸺ 製 造 業 ではこの 悲 劇 が 繰り返 されている。

顧 客 からの「ちょっとした 変 更 依 頼 」に 、設 計 者 は 技 術 者 の 誇りをもって即 座 に 応じる。図 面 は 更 新 される。

しかしそれ は 、E R P のコスト計 画 に は 反 映 され な い 。結 果 として実 績 原 価 は 当 初 計 画 を大きく上 回り、粗 利 は 消 失する。

E R P は「 差 異 」を正しく記 録しているが 、その 発 生 理 由 ⸺ 設 計 者 の 善 意 による小 さな 変 更 の 積 み 重 ね ⸺ は 、誰 に も共 有 され な い 。

顧 客 に 寄り添う美 徳 さえも、利 益 を奪うリスクに 変 質 させる。 それ が P L M とE R P の 断 絶 である。

■  三 つ の 断 絶 が 、時 制 を 分 断 する

この 構 造 は 、企 業 活 動 の 三 つの 時 制 ⸺ 計 画（ 未 来 ）・実 行（ 現 在 ）・学 習（ 過 去 ）⸺ の 分 断 として整 理 できる。

https://www.mcframe.com/product/plm
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「決算書に映らない損失」が、利益を蝕んでいる

技 術 的 に は 、この 連 携 は 1 9 9 0 年 代 から 実 現 可 能 だった 。そ れ で も な お 多くの 企 業 で 断 絶 が 放 置 さ れ てきた の は 、組 織 が 自らを 欺くた め に 使ってきた 三 つ の 言 い 訳 の た め で あ る 。

書 け な い R O I 、問 わ れ る 意 思
O M 断 絶 による損 失 は 財 務 諸 表 の どこに も明 示 され な いた め 、「 B O M 断 絶 による損 失 」という勘 定 科 目 は 存 在しな い 。

R O I が 計 算 できな いもの に 予 算 は 下りな い⸺ 多くの 経 営 者 は 、見 えな い損 失よりも目 に 見 える予 算 削 減 を選 んできた 。

技 術 的 に 可 能 か どうか は 、もは や 問 題 では な い 。「 投 資する意 思 」が あるか どうか だ け が 問 題 である。

第 3 章 　 な ぜ 3 0 年 間 、手 つ か ず だった の か

「Exce lで回っていますから」「 ベテランが頑 張 れ

ば なんとか なります」⸺ 最 も危 険 な 言 い訳 だ 。

確 か に 今 日 も 明 日 も 業 務 は 回 る 。しかしB O M

断 絶 は 、自 覚 症 状 が な い ま ま 静 か に 進 行 し 、

あ る 日 突 然 、リコ ー ル と いう 致 命 的 な 痛 み と

し て 顕 在 化 す る 。そ し て ベ テ ラ ン は 、確 実 に

引 退していく。

ベンダーに責任を転嫁できる巧妙な言い訳だが、

真実は異なる。ベンダーが対応していないのでは

なく、企 業 側 が 要 求 仕 様 を書 け て い な い の だ 。

そして皮肉なことに、実際にPoC（実証）をやって

みるまで、企業は自分たちが何を必要としている

の かすら理 解してい な い 。

「うちは 一 品 一 様 の 受 注 生 産 だ から、標 準 BOM

な んて 無 理 です 」⸺ あ る 産 業 機 械 メー カ ー の

設 計 部 長 は そう言 い 切った 。しかし、彼 の 部 門

が 扱う製 品 の 8 0 % は 、過 去 5 年 間 の 設 計 の 組 み

合 わ せで 対 応 できるもの だった 。「 特 殊 」という

言 葉 の 裏 に あ る の は 、過 去 の 成 功 体 験 が 作 り

上 げた 文 化 の 慣 性 である。

「うちは 特 殊 だ から」 「 今 は 困ってい な い 」 「 シス テム が 対 応 してい な い 」

言 い 訳 ➀  言 い 訳 ➁  言 い 訳 ➂

https://www.mcframe.com/product/plm
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「決算書に映らない損失」が、利益を蝕んでいる

第 4 章 　 処 方 箋  ―  「 真・P L M 」の 三 要 件

三 つ の 断 絶 へ の 処 方 箋 は 、すで に 整 理 さ れ て いる 。設 計 支 援 ツ ー ル として の P L M で は なく、経 営 の 診 断 と治 療 を 可 能 にする「 真・P L M 」の 三 要 件 で あ る 。

要 件 1 は E R P の 実 績 データ（ 原 価・数 量・歩 留 ）をP L M に 還 流 させること。要 件 2 は B O M / B O P を単 なるリストでは なく、

設 計 思 想 と製 造ノウハ ウが 刻 まれ た 構 造 として管 理し、実 績 データをマッピングすること。要 件 3 は E R P に 加 えM E S・C R M 等 の 情 報 も取り込 み 、全 体 を診 断することである。

重 要 な の は 、診 断して終 わりにしな いことだ 。診 断  →  治 療  →  学 習 のサイクル を回すことで、失 敗 は 次 の 成 功 の 糧 となり、市 場 の 声 は 次 世 代 製 品 に 反 映 される。

企 業 は「 学 習する組 織 」へ と進 化する。B O M は 単 なる部 品リストでは な い 。

利 益 の 源 泉 とリスクの 芽 が 共 存する「 未 来 の 損 益 計 算 書 」である。これ を読 み 解く基 盤 を持 つか どうか が 、これ からの 製 造 業 の 経 営 を分 ける。

要 件 1 :  トラン ザ クションの 還 流

要 件 2 :  B O M の D N A 化・B O P の R N A 化

要 件 3 :  マル チ システム 連 携

血 液 検 査
（ 経 営 の 異 常 値 を 検 知 する）

分 子 標 的 薬
（「 どの 部 品・どの 工 程 」に 問 題 が あ るか をピン ポイントで 特 定 する）

M R I・C T
（ 経 営 の 全 身 像 を 多 面 的 に 映 す）

断 絶 ➂

断 絶 ➀ ➁

三 つ の 断 絶 の 統 合 的 克 服

真・P L M の 要 件 医 療 に 喩 える なら 解 消 する 断 絶

https://www.mcframe.com/product/plm
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「決算書に映らない損失」が、利益を蝕んでいる

理 想 論 で は 先 に 進 め な い 。本 章 で は 、第 4 章 の 三 要 件 を 標 準 機 能 として 実 装 済 み の 具 体 的 手 段 ⸺ m c f r a m e  P L M（ V i s u a l  B O M  /  E M - B r i d g e ）⸺ を 示 す 。

5.2　 要 件 1 へ の 回 答 :  E R P（ m c f r a m e  � ）との 双 方 向 連 携

E R P との 連 携 が「ファイル 出 力 」という一 方 通 行 では なく、双 方 向 である点 が 決 定 的 に 異 なる。

・ 品 目 付 帯マスタ  :  E R P 側 の 製 造 原 価・購 買 原 価・工 数 原 価（ 実 際 ／ 標 準 ）、計 画・実 績 数 量 、製 造 歩 留 、実 績リードタイムをP L M へ 取り込 む仕 組 み を備 える

・ 設 計 段 階でのコスト判 断  :  設 計 者 が 過 去 の 類 似 品 番 の「 実 際 原 価 」を参 照しな がら、目 標 原 価 に 基 づ いて設 計 変 更 を判 断 できる

・ 生 産 技 術 による工 程 最 適 化  :  実 績 数 量・実 績 歩 留 をB O P 情 報 と照 合し、実 態 に 即した 工 程 改 善 を支 援する

これ は 第 2 章 の「 設 計 者 は 自 分 の 設 計 が 生 ん だ 原 価 を知らな い」という病 理 へ の 、直 接 の 治 療 である

5.1　 要 件 2 へ の 回 答 :  E - B O M ／ M - B O M ／ B O P の 統 合 デ ー タモ デ ル

設 計 データ管 理（ P D M ）から発 展した 多くの P L M 製 品 と異 なり、m c f r a m e  P L M は 設 計（ E - B O M ）から製 造（ M - B O M ）、

さらに 製 造 工 程・リソース（ B O P ）までを同 一プラットフォームで統 合 管 理する。

・ ウィザード形 式 で、画 面 を遷 移することなくE - B O M からM - B O M を作 成・更 新

・ 「 設 計 品 目 」と「 製 造 品 目 」を分 離しつつ 属 性 を継 承し、製 造 現 場 固 有 の 情 報 を版 管 理

・ B O M とB O P を紐 づ け 、リスト形 式 とフロ ー 図 形 式 の 両 方 で編 集・参 照

・ 軽 量 3 D データ（ X V L ）により、形 状 を見 な がらB O M を編 集し、設 計 変 更 を視 覚 的 に 把 握

第 5 章 　 手 段 は 、すで に 存 在 する  ―  m c f r a m e  P L M

https://www.mcframe.com/product/plm
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第 5 章 　 手 段 は 、すで に 存 在 する  ―  m c f r a m e  P L M

「決算書に映らない損失」が、利益を蝕んでいる

5.3　 要 件 3 へ の 回 答 :  汎 用 I O に よる 疎 連 携

連携はCSVファイルを介したバッチ型の疎連携であり、片側の更新や障害が他方に波及しない。

m c f r a m e  P L M 側 の I O は 汎 用 的 で、ファミリー 外 の E R P・M E S・C R M に 対しても同じ作 法

で接 続 できる。既 存 システムを全 面 刷 新 せずに 、断 絶 の 修 復 から始 められるということだ 。

5.4　 日 本 の モノづくりへ の 適 合 :  製 番 管 理 とE T O 対 応

受 注 生 産（ E T O ）を 行 う 日 本 企 業 に 不 可 欠 な 製 番（ 手 配 N O ）管 理 と 個 別 受 注 B O M に

標 準 対 応 。製 番 品 と共 通 品 の 混 在 チェックな ど、日 本 の 製 造 現 場 特 有 のル ール に 基 づくリ

リースチェックを標 準 搭 載する。「うちは 特 殊 だ から」（ 第 3 章・言 い訳 ➀ ）へ の 、製 品レベル

での 回 答 である。

5.5　 実 用 に 耐え る 性 能

断 絶の修 復 は、現 場 が毎 日 使い続 けて初 めて成 立する。V �では V � 比でM - B O M 正 展 開 約 5 倍、

設 計 変 更 反 映  約 5 . 7 倍 、E R P 出 力  約 4 . 2 倍 の 高 速 化 を実 現した

（ 実 機 測 定 による比 較レポートあり）。

5.6　この 製 品 が 生 ま れ た 特 殊 な 背 景

m c f r a m e  P L M は 、P L M 専 業 の 図 研プリサイト社 が 開 発するV i s u a l  B O M ／ E M - B r i d g e を

核 に 、E R P「 m c f r a m e  � 」の 開 発 元 であるビジ ネスエンジニアリング社（ B - E N - G ）が O E M

提 供 を受 け 、E R P 連 携 性 を高 める設 定 を加 えた 製 品 である。B - E N - G は M - B O M・B O P 機 能

へ の 要 件 や E R P 連 携 の 技 術 課 題 を図 研プリサイト社 へ 技 術 供 与している。つまりこの 製 品

に は 、原 価 計 算 と生 産 管 理 に 深 い造 詣 を持 つ E R Pメー カー の 知 見 と、P L M 専 業メー カー の

開 発 力 が 掛 け 合 わされている。「 E R P の 実 績 を設 計 に 還 流 させる」という本 書 の 主 題 が 、出

自 のレベルで織り込 まれ た 製 品 である。

https://www.mcframe.com/product/plm
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■  大 型 投 資 の 前 に 、P o C という「 健 康 診 断 」を

本 書 が 経 営 層 に 求 めるの は 、大 型 の システム 投 資 判 断 では な い 。

9 0 日・1 品 番 の P o C（ 実 証 ）である。

m c f r a m e  P L M の 標 準 機 能 を「 基 準 器 」として自 社 業 務 と突き合 わ せ れ ば 、

マスタの 汚 れ 、部 門 間 の 思 想 の 衝 突 、現 状 維 持 バイアスといった 自 社 の 病 理 が 、

実 機 の 上 であぶり出 される。第 3 章 で述 べ た 通り、P o C をやってみるまで、

企 業 は 自 分 たちが 何 を必 要 としているかすら言 語 化 できな い 。P o C の 最 大 の 成 果 物 は 、

「 ベンダー に 何 を要 求す べきか を明 確 に 理 解している状 態 」である。

■  効 果 は「 機 能 の 数 」で は なく「 学 習 の 速 さ」で 測 る

P L M 刷 新 の 効 果 測 定 は 、機 能 チェックリストでは なく、組 織 の 学 習 能 力 の 変 化 で行うべきである。

・ 現 場 の 実 績 が 設 計 判 断 に 届くまでのフィードバック遅 延 は 短 縮 され た か

・ 計 画（マスタ）と実 績 の 照 合 は 、どれ だ け の 範 囲 で回り始 めた か

・ 検 出 され た 乖 離 のうち、実 際 にマスタ改 善 へ 還 流 され た 割 合 は どれ だ け か

これらの 指 標 は 、P L M 導 入 を「 I T 投 資 」から「 組 織 能 力 へ の 投 資 」へ と格 上 げする評 価 軸 である。

第 6 章 　 9 0 日 で 診 断 する  ―  小 さく始 め る 意 思 決 定

「決算書に映らない損失」が、利益を蝕んでいる

G O / N O - G Oの判断基準（標準機能でのカバー率、設計変更の自動連携率、現場の受容度など）を

事前に定義して臨むことで、P o C は「やってみた」で終わらない投資判断の材料になる。

P h a s e  �

P h a s e  �

P h a s e  �

1ヶ月 目

2ヶ月 目

3ヶ月 目

現 状 診 断 と標 準 機 能 の 理 解（ F i t  t o  S t a n d a r d ）

主 力 1 品 番 で の パ イロット連 携 の 構 築

効 果 測 定 と本 格 展 開 の G O / N O - G O 判 断

フェー ズ 期 間 内 容

https://www.mcframe.com/product/plm
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結 び に  ―  月 曜 日 の 朝 から 始 めら れ る

次 の 一 歩 は 月 曜 日 の 朝 から 始 めら れ る

P L M と E R P の 分 断 こ そ が 、日 本 製 造 業 の 隠 れ た 病 理 で あ る 。そ し て そ の 治 療 は 、技 術 の 問 題 で は な く、経 営 の 意 思 の 問 題 で あ る 。

ひ と つ 付 け 加 え る な ら 、デ ー タ 還 流 に よ る 断 絶 の 修 復 は 、デ ー タ 活 用 の 第 一 段 階 に す ぎ な い 。

還 流 が 蓄 積 す る「 因 果 の 記 録 」を 、組 織 の 知 識 とし て 抽 象 化 し 、

永 続 化 し て いく段 階 が そ の 先 に 控 え て い る 。最 初 の 一 歩 を 踏 み 出 し た 企 業 か ら 、そ の 未 来 に 手 が 届 く 。

完 璧 さ を 待 っ て い た ら 、永 遠 に 始 ま ら な い 。そ の 第 一 歩 は 、月 曜 日 の 朝 か ら 始 め ら れ る 。

そ し て 思 い 出 し て ほ し い 。本 書 は お そ らく、貴 社 の 若 い 社 員 が あ な た に 手 渡 し た は ず だ 。

現 場 の 気 づ き が 経 営 に 到 達 す る ⸺ そ の 経 路 こ そ が 、本 書 が 論 じ て き た「 還 流 」の 第 一 歩 で あ る 。

「決算書に映らない損失」が、利益を蝕んでいる

儲 か るモノづくりの た め の P L M と原 価 企 画 ＜ 実 践 編 ＞
A I × B O M × B O P による 次 世 代 P L M 。デ ー タモ デル が 導く「 モノづくり新 戦 略 」

発 行 元：東 洋 経 済 新 報 社h t t p s : / / c o n t a c t . m c f r a m e . c o m / c o n t a c t / p l m
m c f r a m e  P L M に 関 するお 問 い 合 わ せフォー ム

「 見 え な い 損 失 」の 構 造 と原 価 企 画 の 実 践 手 法 を、より詳 細 に 解 説 。

本 書 の 論 調 をより深くー 　 書 籍 のご 案 内まず は「 診 断 」から  ー  お 問 い 合 わ せ 窓 口

mcframe PLMによるPOC(実証 )に関するご相談

https://www.b-en-g.co.jp/jp/news/2026-03-24-news.html
https://contact.mcframe.com/contact/plm
https://www.mcframe.com/product/plm
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「決算書に映らない損失」が、利益を蝕んでいる

以 下 の 症 状 のうち、貴 社 に いくつ 当 て は まるか を 確 認して ほしい 。

●3 項目以上の場合
第 2 章の「三つの断絶」が進行している可能性が高い。

●5 項目以上の場合
見えない損失はすでに経営数字を
侵食していると考えるべきである。

設 計 変 更 が 製 造・調 達 部 門 に 伝 わ るまで 、数 日 以 上 か か ることが あ る

E - B O M とM - B O M で「 同 じ 部 品 な の に 別 の I D 」が 存 在 する

原 価 差 異 は 記 録 さ れ て いる が 、その「 理 由 」を 説 明 できる 人 が い な い

生 産 終 了 品 の 保 守 部 品 が 、評 価 損 として 定 期 的 に 処 理 さ れ て いる

不 良・端 材 の 処 理 コ スト（ 分 別・保 管・廃 棄 ）が 製 造 原 価 に 現 れ て い な い

過 去 図 面 の 公 差 や 仕 様 の「 根 拠 」を 説 明 できる 人 が 、すで に 退 職して いる

設 計 者 は 、自 分 の 設 計した 製 品 の 実 際 原 価 を 知ら な い

納 品 後 の 保 守・修 理 デ ー タが 、設 計 部 門 に 届く仕 組 み が な い

システム 間 の B O M 連 携 が 、E x c e l 手 作 業 また は 一 方 通 行 のファイル 出 力 で あ る

「うちは 特 殊 だ から」という言 葉 を、社 内 で 月 に 一 度 以 上 耳 にする

付 録 A 　 自 社 診 断 チェックリスト

判 定 の 目 安

https://www.mcframe.com/product/plm
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「決算書に映らない損失」が、利益を蝕んでいる

付 録 B 　 社 内 検 討 の た め の 想 定 問 答

本 書 の 論 考 は『 儲 か るモノづくりの た め の P L M と原 価 企 画 ＜ 実 践 編 ＞ 』（ 東 洋 経 済 新 報 社 、2 0 2 6 ）に 基 づく。

Q .  R O I が 見 え な い 投 資 は 承 認 できな い 。
B O M 断 絶 による損 失 に は 勘 定 科 目 が なく、机 上 では R O I を書 け な い（ 第 3 章 ）。だ からこそ9 0 日 の P o C で、手 戻り・誤 発 注・評 価 損 な ど自 社

の「 見 えな い損 失 」を実 データで金 額 化することから始 める。P o C 自 体 が 、R O I を書 けるように なるた め の 投 資 である。

Q .  うちは 一 品 一 様 の 受 注 生 産 で あり、パッケ ー ジ は 合 わ な い 。
m c f r a m e  P L M は 製 番 管 理・個 別 受 注 B O M に 標 準 対 応した 国 産 P L M であり（ 第 5 . 4 節 ）、E T O は むしろ得 意 領 域 である。また「 特 殊 」と思 わ

れていた 製 品 の 大 半 が 過 去 設 計 の 組 み 合 わ せで説 明 できた 事 例 もある（ 第 3 章 ）。それ を検 証するの が P o C である。

Q .  R O I が 見 え な い 投 資 は 承 認 できな い 。
提 案するの は 全 面 刷 新 では な い 。疎 連 携 アーキテクチャ（ 第 5 . 3 節 ）により既 存 システムを残したまま断 絶 の 修 復 から始 められ 、最 初 のコ

ミットメントは 9 0 日・1 品 番 である。

Q .  R O I が 見 え な い 投 資 は 承 認 できな い 。
P o C の 目 的 は「 成 功 」では なく「 診 断 」である。問 題 が 実 機 の 上 で見 えること自 体 が 成 果 であり、ベンダー へ の 要 求 仕 様 を書 ける状 態 に なる

ことが 最 大 の 成 果 物 である（ 第 6 章 ）。動 かさな け れ ば 、課 題 は 闇 の 中 に 留 まり続 ける。

https://www.mcframe.com/product/plm
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